
 
 
 
〈平成 22 年 9 月 1 日発行 康

こう

寿
じゅ

診報
しんぽう

 第 154 号〉   Home Page : http://www.katoiin.jp 

編集／発行 医療法人社団 康寿会 加藤内科医院   康寿診報 第 154 号 2010/9       - 1 - 
 
 

 

平成 22 年 9 月 1 日発行 

第 154 号 
 

編集／発行 医療法人社団 康寿会 加藤内科医院 

   〒421-0301 静岡県榛原郡吉田町住吉 303-1 

    Tel:(0548)32-0701 緊急用:090-1758-1712 Fax:(0548)32-1280 
「“シャッポ 続” の《“雅寿の人間たる所以”あとがきとして》を 書き終えて」    

―“雅寿の人間たる所以”から 自分を取り巻く多くの人に感謝してー 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

加藤寿夫 
1993(平成５)年４月 「ファイルＡ～Ｚ」 スタート。 この頃 榛原郡

・

医師会会長 ピカピカ２年目と

なる加藤康
や す

二
じ

の姿が在り、 親父 康二が 熱く語る 南北に長い“郡”医師会での出来事 特に「フ

ァイルＡ～Ｚ」から波及する内容を酒の肴として、 今は亡き 雅子の母性から 発信した 息子 寿
す み

夫
お

 そして 夫 康二への祈り願う思いの中、 夜の団欒で杯を交わすのが常でありました。 この

時期を芯として 息子として、 私 寿夫の受けた 母 雅子から巣立つ過程での教え “雅
が

寿
じ ゅ

の人間

たる所
ゆ

以
え ん

” として綴った 文言も⑳を数えます。 何度も更正を加えながら、その一つひとつを、

私が一番更生したい人間に提示しております。 ⑤迄提示しましたのでその一部 ① ④示します。 

あれから 早１７年という歳月、 更に 母 雅子が逝ってから５年が経過しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

１０年前 会長職を退
しりぞ

き、医療現場･診療からも身を引き、今回「投稿は打ち止め」と“筆”を置き、 

身勝手を通し傘寿を迎え、「これからは独居自炊の人生を謳歌し、日々を楽しんで活
い

きる」と申す

親父、 元気が過ぎて 息子の私の“情”を込めた文章、 私自身 熟考･推敲の上で 何人かの文章

能力に長けていると認める方にも勘案していただいた上で提示したのですが、 これすらも毛筆

で満遍なく朱色で書きなぐり 訂正を求めてきました。 私も心地よい刺激を与えられ、 何十回

に及ぶ是正を加え、 やっと書き上げた改稿した文。 これでも満足してもらえないのは私がまだ

まだ未熟であるという“事”、 ある意味成長過程である“事”を説得したい思いですが、 団欒の

場が持てないのが親子？ 中々難しい関係は継続中です。 

私として、 我が親子 康二と寿夫を知る 多くの方に “事”を伝え話す中で、 過去の出来事と

して 若くて･熱く･厳しい 親父の息子として、 若き頃 内部葛藤と怒りに溢れ攻撃的であった

日々。 私自身 今となると、 当時を冷静沈着に、 大切なこだわりとして 物語れるのですが・・・。 

一つの愕くべき事実は、 同じように 私を良く知る先輩であっても、 この“事”を 人生の先人

として 「大人になった」 「一つ大きな山を乗り越えた」と 評価してくれる人と、 まったく 逆に

物申す人の存在です。 人間には、 個々の“人”に刻まれた経験と経緯がある事、 正しい間違っ
ているとは別問題であっても・・・。 ただ 己は 若者として 自己の培った信念で 今を生きる、 

後悔無く・・・。 綴った 文言 “雅
が

寿
じ ゅ

の人間たる所
ゆ

以
え ん

”を 何度も読み返しながら、 己の思う処です。  

今後は、 父 康二の “第二の青春の謳歌” 謎掛け･悟り･感性から 更なるエネルギーを享受し

たい、 そして 多くの我々を取り巻く人に 感謝して “生かされて 活
い

きたい” と思います。 

ただただ訂正出来ない自己の驕
お ご

りの為に、 自己を今 支持する仲間 (上司でも 同僚でも 部下でも) 

に 過度の負担･強要は避けるべきです。 争い事を好まない、 一定の社会的ステータスを得た 紳士な

世界では、 自己の尻拭いを他人にさせる事は 最低の行為とされます。 最悪でも最後は 自分で完結さ

せて下さい。 これ以上、醜い人間の姿を見るのは耐えかねます。       《人間たる所以 その① 雅寿》 
 

「相手の“批判”は簡単に出来る事、 大切なのは、 僅かでも“訂正”させる事」 

大切な事は、 批判する以前に 相手に望む事、 これを 自分であれば 己であれば この様に応える

と 十分に考えた上で、 相手の“器”容量を思い知り、 更に 相手が 出来うる事にとどめ、 更にもう一

段譲り その半分の要求にとどめた上で、 批判の場では物申す事。 そして、 何より大切な事は 「相手

の訂正がゼロでは何の解決も進展も無い事」 頭の隅に刻んでおく事。 その為には、 諦める必要はな

い。 諦めたら 進歩が無い。                                       《人間たる所以 その④ 雅寿》 

http://www.katoiin.jp
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第81回睦会のご案内 
今年の夏は暑いですね。まだまだ厳しい残暑が続きそうです。 

秋になるとすぐ恒例の「睦会」を開催いたします。 

今回はみんなで気持ち良く体を動かしましょう。 

 

 

 

 

    

 

    

 

 

 

    

 

 

 

 

 

日 時 ： 平成22年 10月9日（土）  

13:00～15:00（受け付け開始 12:30～） 

 

場 所 ： 吉田町健康福祉センター「はあとふる」 

 

持ち物 ： 汗ふきタオル 

 

運動のできる格好でご参加下さい。 

裸足になりますので脱ぎやすい靴下をはいてきて下さい。 

 

プログラム 

１） 開会のあいさつ 

２） 準備体操「阿波踊り体操」 

３） 気功～自然な心と身体を取り戻しましょう～ 

４） 休憩・血糖測定 

５） クイズ大会 

６） 閉会のあいさつ 

 
    

※糖尿病の患者さんに限らず、どなたでも参加は自由です。 

参加費無料、事前の申し込み不要です。 

当日直接お越し下さい。お気軽にどうぞ。 

 

 

誰でもできる健康法 

気 功 

～自然な心と身体を取り戻しましょう～ 

凝り固まった心と身体を癒し 

あなたも「気」を感じてみませんか 

心身健康アドバイザーでフィットネスファクトリー主宰の 

八木富貴子先生から気功を教えていただきます。 

 

http://www.katoiin.jp
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気功って何？  ～からだの自然が目を覚ます～ 
 

気功は、 
からだの自然を取り戻すやさしい方法です。 

とらわれのない自由な心、 

こわばりのないしなやかな体。 

そこに至るための方法をセレクトし、誰もができるようにシンプルにしました。 

 

気とは、自然の働き、 

功とは、積み重ねによる成果のことです。 
 

からだには元々自然の働きがありますが、 

自然から離れた生活を続けていると、心も体もこわばって、 

正常な感覚が働かなくなりがちです。 

そこで、繰り返し自然を学び直し、自然になじんでいくのです。 

 

気功という名前が生まれたのは、１９５０年代の中国です。 

民間体育、伝統療法、武術の基礎訓練法、宗教由来の心身技法などの中から、 

自分でできる簡単なやり方を選んで、病院や療養所などで実践され、 

市民の健康法としても、朝の公園で盛んにおこなわれるようになりました。 

気功は、五感、六感をフル活用した総合的な体育です。 

無理なく自然に体を動かすことに、 

呼吸やイメージも自在に組み合わせて 

人間の持っている潜在力をフルに引き出していきます。 

 

体を動かし、心身の変化を感じてみてください。 

 

       （NPO法人気功協会 運営責任者 天野泰司さん 文章より引用） 

 

 講師紹介 

 

 

 

 

 

 

 

                           
 
 
 

八木富貴子先生プロフィール 

保健体育の教員を退職後、エアロビクス、太極拳を学ばれ、社会体育の指導者と

してご活躍です。5 年前から気功を始め、無理のない自然な動作で体に気を巡ら

せることのできる体操を指導されています。ストレス社会を生きる現代人の心と

体をゆるめ、自然な働きをとりもどす手助けをしたいというお考えです。 

http://www.katoiin.jp
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《勉強会のご案内》     《診療案内》 
 

 
 
 
 
 
 

☆ビデオ･DVD学習は、個人の希望にも随時応じております。希望される方は、職員まで申し付け下さい。 
☆来月「第 81 回睦会」は、“糖尿病治療の ABC を求めて”を 今後数年のメインテーマに、本院の糖尿病治療の

実際 そして治療を良い状態で継続させる為には何が必要か、皆さんと共に考えてみたいと思います。 

☆杉山晴子管理栄養士による「加藤さん家の食卓実習」適量の食事を確認しましょう。ご希望があれば随時対

応します。詳しくは栄養士杉山へ。 
 

《各種ワクチン接種について ―本院の考え方と実際―》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

☆行政が疎
おろそ

かにしている点は、個人が自覚し「自分の健康は自分で守る」姿勢を一層強化して補って下さい。 
 

《“肺炎球菌ワクチン予防接種”の お知らせ》 
●吉田町では 70 歳以上の方に、接種代金 ￥8,282 の全額町の負担にて実施中です。 
《残暑厳しい中“熱中症予防”“体力保持”に 心掛けて下さい》 
 

 

 

 

 

《臨時休診のお知らせ》 
10/15(金)･16(土)･18(月)･19(火) 11/13(土)は 休診です。 

9 月 11 日(土) ③低血糖について 

10 月 9 日(土) 第 81 回 睦会 
11月 13日(土) ⑤運動療法について 

12 月 4 日(土) ⑥ｲﾝｽﾘﾝ療法について 

1 月 15 日(土) ①糖尿病とは 

2 月 19 日(土) ②薬物療法について 

診  療  時  間   月 火 水 木 金 土 
8時～12時 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
15時～18時 ○ ○ ○  ○  

★「朝の挨拶」の為 一般診療開始は 8:30 からです。 
※午後の受付は 初診は 17:30 まで 再診は 17:45 まで です。 
休診日:日曜･祝日 木･土曜の午後 月末最終日の午後 

※９月の臨時休診はありません。 
お薬を切らさないように 気を付け下さい。 

☆毎月通常の勉強会は原則第３土曜日 13:00 から開催です。 

都合の付かない方には、ビデオ･DVD学習をお勧めします。 

10/９は睦会です。
P2,3 予定しました。 

毎日朝 ８：00 より 5分間 阿波踊りの

練習をしております。是非御一緒に！ 

★受付最終時間 厳守 とさせていただきます。 

本年度より、吉田町をはじめ榛原南地区では、小児のワクチン接種について、厚労省

をはじめとする国の方針により“二種混合[麻疹･風疹(=MR)]ワクチン”“三種混合

[ジフテリア･百日咳･破傷風(=DPT)]ワクチン”が、集団接種を取りやめ、個別で

の接種対象となりました。今後、更に個別の接種対象となるものが増えていくようで

す。来院にて(カルテのある方は電話予約でも可)予約の上、市町村からの書類を

持って受診して下さい。本院では、可能な限りの利便性に配慮し、特別な理由が無い

限り 診療時間内に個別に予約時間を決めさせていただき対応しております。 

更に 本院では 小児に対しての“Ｈｉｂ[=ｲﾝﾌﾙｴﾝｻ ﾞ菌(=Haemophilus 

influenzae)ｂ型]ワクチン”“小児肺炎球菌ワクチン(プレベナー)”“子宮頚癌予防

[=HPV(=ﾋﾄパﾋﾟﾛｰﾏ ｳｲﾙｽ)]ワクチン” の自費接種を すすめております。 

《本院での自費接種可能なワクチンと価格》 

肺炎球菌ワクチン･･･8,000 円  ☆吉田町では 70 歳以上の方は個人負担無し(無料) 

破傷風トキソイド･･･4,400 円※ 

日本脳炎(ジェービックＶ) ･･･8,200 円※ 

Ａ型肝炎･･･6,000 円※ Ｂ型肝炎･･･7,200 円※ 

Ｈｉｂワクチン･･･7,000 円★  小児肺炎球菌ワクチン(プレベナー)･･･9,500 円★

子宮頚癌予防[=HPV(=ﾋﾄパﾋﾟﾛｰﾏ ｳｲﾙｽ)]ワクチン･･･48,000 円(3 回接種の費用) 

※は ４週間あけて２回の接種が必要。 

★は 生後２カ月からの接種が推奨され

る。年齢により １～４回の接種が必要。 

なお ※ ★は 1回接種の費用です 

下記は本院での接種費用で 他院とは異なります。 

※暑気あたり･食欲低下に 清
せ い

暑
し ょ

益
え っ

気
き

湯
と う

(TJ-136)･補
ほ

中
ち ゅ う

益
え っ

気
き

湯
と う

(TJ-41) をおすすめします。 

http://www.katoiin.jp

